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令
和
８
年
新
春
登
山
・
馬
山
（
南
伊
勢
町 

１
９
８
．
８
ｍ
） 

 

◇
実
施
日 

 

１
月
３
日
（
土
） 

 
 

晴 

◇
参
加
者 

 

梶
野
照
雄
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
秀
味
、
松
本
吉
殖
、

阪
口
雄
二
、
濱
野
兼
吉
、
山
本
直
子
、
志
岐
敬
、
村
吉
光
夫
、

由
井
洋
三
、
青
木
宏
光 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

１
２
名 

  

昨
年
の
新
春
登
山
は
尾
鷲
の
海
路
山
だ
っ
た
。
今
年
も
新
春
登
山
を
企
画
し
、

午
年
な
の
で
名
前
に
馬
が
付
く
山
を
探
し
、
兵
庫
県
太
子
町
と
南
伊
勢
町
に
馬

山
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。
新
宮
か
ら
太
子
町
ま
で
は
距
離
が
あ
る
の
で
、
南

伊
勢
町
の
馬
山
を
第
一
候
補
と
し
て
１
１
月
に
下
見
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

駐
車
場
は
満
車 

 
 
 
 
 
 

歩
き
出
す 

 
 
 
 
 
 
 

五
ケ
所
城
跡 

標
高
が
１
９
８
．
８
ｍ
で
歩
行
距
離
が
１
．
５
㎞
、
４
０
分
で
山
頂
に
到
着
す

る
。
お
ま
け
に
約
半
分
が
舗
装
さ
れ
た
農
道
な
の
で
、
お
正
月
の
怠
け
た
体
で

も
十
分
登
頂
が
可
能
だ
。
昨
年
末
ま
で
は
参
加
希
望
者
が
少
な
く
、
中
止
の
可

能
性
も
あ
っ
た
が
、
１
日
に
な
っ
て
申
し
込
み
が
増
え
総
勢
１
２
名
の
参
加
と

な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

登
山
口 

 
 
 
 
 
 
 

山
頂
に
着
く 

 
 
 
 
 
 
 

五
ケ
所
湾
の
眺
め 

午
前
９
時
過
ぎ
に
集
合
場
所
の
「
愛
洲
の
館
」
駐
車
場
に
着
く
。
伊
勢
神
宮
の

初
詣
渋
滞
を
予
想
し
て
か
な
り
早
く
家
を
出
た
が
、
渋
滞
は
全
く
な
く
普
段
よ

り
若
干
早
く
着
い
て
し
ま
っ
た
。
意
外
な
こ
と
に
広
い
駐
車
場
は
ほ
ぼ
満
車
で

隙
間
を
見
つ
け
て
車
を
停
め
た
。
滋
賀
の
高
島
か
ら
参
加
し
て
く
れ
た
青
木
氏

が
到
着
し
て
い
た
。
昨
日
出
て
車
で
泊
ま
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
箕
面
の
由
井
さ

ん
、
天
理
の
村
吉
さ
ん
、
奈
良
の
山
本
、
志
岐
さ
ん
が
順
に
到
着
し
、
遠
方
組

が
先
に
揃
う
形
と
な
っ
た
。
午
前
１
０
時
過
ぎ
、
新
宮
の
６
名
が
着
き
全
員
が

揃
っ
た
。
簡
単
に
コ
ー
ス
の
説
明
を
し
、
歩
き
始
め
る
。
鍛
錬
の
段
と
名
付
け

ら
れ
た
石
段
を
登
る
。
村
吉
さ
ん
が
何
段
あ
る
か
数
え
て
い
た
が
１
１
０
段
ほ

ど
あ
る
よ
う
だ
。
石
段
を
登
り
切
っ
て
五
ケ
所
城
跡
へ
向
か
う
。
城
主
だ
っ
た



愛
洲
移
香
斎
は
剣
術
の
「
影
流
」
を
会
得
し
た
人
物
と
さ
れ
、
剣
術
を
学
ぶ
人

た
ち
に
祖
と
し
て
慕
わ
れ
て
い
る
。
小
説
や
テ
レ
ビ
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
柳

生
新
影
流
は
こ
の
影
流
を
元
に
し
た
も
の
だ
。
毎
年
８
月
下
旬
に
こ
の
場
所
に

全
国
か
ら
剣
術
愛
好
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
術
を
奉
納
す
る
大
会
が
行
わ

れ
る
そ
う
だ
。
五
ケ
所
城
跡
を
少
し
戻
っ
て
馬
山
の
登
山
口
を
目
指
す
。
愛
洲

の
館
の
東
側
の
道
路
に
出
て
、
奥
に
延
び
る
農
道
を
進
む
。
農
道
は
途
中
で
枯

れ
枝
や
砂
利
が
流
れ
出
し
て
い
て
今
は
使
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
１
５
分
ほ

ど
で
馬
山
登
山
口
の
標
識
が
あ
り
、
農
道
を
離
れ
て
山
に
取
り
付
く
。 

 
 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 
 
 
 

下
山
開
始 

 
 
 
 
 
 
 

古
井
戸 

こ
こ
か
ら
は
ひ
た
す
ら
登
り
が
続
く
が
、
斜
度
は
大
し
た
こ
と
は
無
い
の
で
、

ゆ
っ
く
り
歩
け
ば
息
切
れ
も
少
な
い
。
所
々
に
中
部
電
力
の
標
識
が
あ
り
、
途

中
で
鉄
塔
の
下
を
通
過
す
る
の
で
、
送
電
線
の
巡
視
路
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

一
度
休
憩
を
取
り
５
５
分
で
山
頂
に
着
い
た
。
山
頂
は
さ
ほ
ど
広
く
は
無
い
の

で
、
昼
食
は
下
山
後
に
し
た
。
写
真
を
撮
っ
て
、
大
江
さ
ん
が
持
っ
て
き
て
く

れ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
頂
い
た
。
山
頂
に
い
た
５
人
の
女
性
グ
ル
ー
プ
に
お
菓
子
を

お
裾
分
け
し
た
ら
、
地
元
の
ミ
カ
ン
を
頂
い
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

牛
鬼
の
石
像 

 
 
 
 
 
 
 
 

顕
彰
碑 

 
 
 
 
 
 

愛
洲
の
館
に
帰
着 

３
０
分
ほ
ど
山
頂
に
留
ま
り
下
山
開
始
。
帰
り
は
五
ケ
所
城
跡
を
通
ら
ず
、
古

井
戸
、
切
石
の
祠
、
牛
鬼
の
石
像
を
回
っ
て
駐
車
場
に
戻
っ
た
。
愛
洲
の
館
横

の
芝
生
で
昼
食
を
摂
り
解
散
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 

愛
洲
の
館
駐
車
場1

0

：2
3
→

1
0

：3
2

五
ケ
所
城
跡→

1
1

：2
0

馬
山
山
頂1

1

：

5
2
→

1
2

：3
5

愛
洲
の
館
駐
車
場 


